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ヘブル人への手紙１０章１９－３９節 「神に近づく」 

 

１Ａ 新しい生ける道 １９－２５ 

   １Ｂ まことの聖所 １９－２１ 

   ２Ｂ 全き信仰 ２２－２５ 

２Ａ 御子を踏みつける者 ２６－３１ 

   １Ｂ ことさらに犯す罪 ２６－２７ 

   ２Ｂ 重い処罰 ２８－３１ 

３Ａ 苦しみ ３２－３９ 

   １Ｂ 初めのころ ３２－３４ 

   ２Ｂ 信仰による忍耐 ３５－３９ 

 

 ヘブル人への手紙 10 章を開いてください。今日は、19 節から最後までを学びたいと思います。

ここでのテーマは「神に近づく」です。 

 

１Ａ 新しい生ける道 １９－２５ 

１Ｂ まことの聖所 １９－２１ 

19 こういうわけですから、兄弟たち。私たちは、イエスの血によって、大胆にまことの聖所にはい

ることができるのです。 

 

 「こういうわけですから」という言葉で始まっています。ヘブル人への手紙全体を通しで読まれる

と、この１０章１９節を分岐点にして、大きく流れが変わっていることに気づきます。これまでは、神

の御子キリストが、いかにすぐれた方であるかについて説明されていました。御使いよりもすぐれ

た方であり、すぐれた救いの道を備えられ、またアロンの祭司職よりも偉大な、メルキゼデクの祭

司となられたことについて述べられていました。そして、モーセを通して与えられた神との契約は、

新しい契約によって取って代えられて、この契約が古い契約よりも、すぐれていることが述べられ

ていました。このように、キリストがいかにすぐれた方であり、いかにすぐれた仲介の働きをされた

かを述べた後で、１０章１９節から、これを知った人たちがどのようにして応答していくのか、すな

わち「勧め」の部分に入ります。 

 

 その勧めとは、「はいることができる」というものです。「またキリストによって、いま私たちの立っ

ているこの恵みに信仰によって導き入れられた（ローマ 5:2）」とあります。まことの聖所にはいるこ

とができる、神に近づくことができる、神のみもとの中にとどまることができる、というものであり、

私たちが、御霊による、親密で深い神との交わり、礼拝への招きになっています。 

 

その招きは、「イエスの血」によって応答することができます。神に近づくことは、私たちの行な

いによっては絶対に無理です。善行を積んだり、宗教的な活動をすることによって近づくことはで
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きず、「血が流されることなしには、罪の赦しはない」とヘブル 9 章 22 節に書いてありました。しか

も、それは動物のいけにえの血では不十分でした。実に、神ご自身の御子の血が必要だったので

す。 

 

 そして、「大胆に」聖所のなかにはいることができる、と書かれています。この「大胆に」という言

葉は、法廷において、被告になっているけれども、自分は無罪であることを知っているので、確信

をもって宣言することができるときに使われる言葉です。自分には、父なる神に近づくのに、後ろ

めたいものは何一つない。イエスの血によって、完全にきよめられたのだから、確信をもって、自

由に、大胆に近づくことができる、というものです。 

 

 そして、「まことの聖所」とあります。まことの聖所は、９章にて、地上の聖所と対比して使われて

いました。地上の幕屋は、天におけるものの型であり、本物は天にあると書かれていましたが、イ

エスさまがご自分の血を、神がおられる聖所にたずさえて行かれたので、イエスの御名を信じるす

べての人が、キリストにあってこの天に近づくことができます。「私たちはこのキリストにあり、キリ

ストを信じる信仰によって大胆に確信をもって神に近づくことができるのです。（エペソ 3:12）」今は

もちろん、霊的に近づくことができるし、将来、教会が携挙されて天の御座のところに来ることがで

きれば、そのまま神の御座のそばに近づくことができるのです。 

 

20 イエスはご自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちのためにこの新しい生ける道を設けてく

ださったのです。 

 

「ご自分の肉体」とありますが、キリストは肉体をもってこの世に現われて、その肉体において、

罪を負ってくださいました。２章において、イエスが御使いよりすぐれた御子であるにも関わらず、

血と肉を持たれたこと、私たちと変わらない肉体を持っておられたことを強調してありました。１０

章前半には、動物のいけにえと対比されて、イエス・キリストのからだが、いかに完全な罪の赦し

を与えるかについて書かれています。「垂れ幕」というのは、聖所の中にある、聖所と至聖所を分

けている幕のことです。イエスさまが十字架につけられていたときに、上から下に、真っ二つに神

殿の垂れ幕が引き裂かれましたが、イエスさまの肉体が引き裂かれたことによって、私たちに、生

ける新しい道が与えられたのです。 

 

 ここに、「設けてくださったのです」とありますが、聖別してくださったのです、と訳すこともできます。

私たちは、罪を取り除かれて、聖められて、神がおられる至聖所の中に入ることができるようにな

っているのです。 

 

21また、私たちには、神の家をつかさどる、この偉大な祭司があります。 

 

私たちがまことの聖所にはいることだけでなく、偉大な大祭司であるイエスさまが私たちのため
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にとりなしの祈りをし、弁護者となってくださっています。かつてモーセは、神の家の中で、イスラエ

ルの民のために、仲介の役を果たしていましたが、御子は、神の家の上におられる方です。すべ

てを支配しておらえる方が、私たちの大祭司となっておられます。 

 

２Ｂ 全き信仰 ２２－２５ 

 そこで次の勧めがあります。22 そのようなわけで、私たちは、心に血の注ぎを受けて邪悪な良

心をきよめられ、からだをきよい水で洗われたのですから、全き信仰をもって、真心から神に近づ

こうではありませんか。 

 

 「心に血の注ぎを受けて邪悪な良心をきよめられ」とありますが、私たちは、１０章前半部分にて、

動物のいけにえによっては、罪意識が取り除かれないどころか、かえって罪が思い出されることを

学びました。動物のいけにえによっては、罪をおおうことはしますが、罪が取り除かれることはあり

ません。けれども、キリストが流された血は、私たちの心と良心をきよめることができます。 

 

心と良心というのは、人間にとって非常に大切な部分です。心は感情の奥深い部分と言い換え

ることができるかもしれません。良心は、善悪を知るインジケーターと言うことができるかもしれま

せん。いずれにしても、ここで神の御霊が私たちの霊にかかわりを持たれて、私たちは神を知るこ

とができるようになります。この部分がきよめられていないと、外側では、神を敬っているようにふ

るまうことができるかもしれませんが、かえって罪を犯して、重荷を背負うだけとなります。自分が

いかにだめな人間かと、自分を罪定めするようになります。私たちが良い行ないをすることができ

るのは、唯一、自分の良心がきよめられることによってのみなのですが、それを可能にするのが、

キリストの血なのです。 

 

そして、「からだをきよい水で洗われた」というのは、水のバプテスマのことです。 

 

そして、「全き信仰をもって、真心から」とありますが、信仰は、私たちが今まで聞いてきた、キリ

ストのついての教えを自分のものとする媒体であり、きよめられた良心とともに、神を知り、神に近

づくことができる、唯一の方法です。パウロはローマ人への手紙 14 章において、「疑いを感じる人

が食べるなら、罪に定められます。なぜなら、それが信仰から出ていないからです。信仰から出て

いないことは、みな罪です。（23 節）」と言っています。またヘブル書には、イスラエルの民が荒野

でしかばねをさらしてしまった原因は、「みことばが、それを聞いた人たちに、信仰によって、結び

つけられなかったからです。（4:2）」とあります。私たちがみことばを聞いて、まずしなければいけ

ないことは、「確信をもって信じる」ということです。そして、心に疑いをもたずに、真心から神に近

づきます。 

 

23 約束された方は真実な方ですから、私たちは動揺しないで、しっかりと希望を告白しようではあ

りませんか。 
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「信仰」がまず、神に近づくための第一歩であるならば、二歩目は「希望を告白」することです。

神がキリストによって、ご自分を啓示してくださいました。この方に望みを置くこと、そしてその望み

をしっかりと保っておくことが、私たちがするべき二番目のことです。ヘブル 6 章 19 節には、この

希望が、私たちの魂のために安全で確かな錨の役を果たす、と書いてあります。私たちは、目に

見えるところにしたがって生きると、動揺すること、落胆することがきわめて多いですが、そのとき

に神が願っておられることは、私たちが何か自分たちで成し遂げることではなく、ただ希望を持つ

ことです。これなら、できますね。信仰によって神に近づく、神に対する希望をしっかりと保ちます。 

 

24また、互いに勧め合って、愛と善行を促すように注意し合おうではありませんか。 

 

信仰と希望の次に大切なのは、「愛」です。愛は、信仰と希望を持っている人が、自然に実とし

て結ばれるものです。神が与えられた救いのご計画は、その動機が愛ですから、信仰と希望を持

っている者は、神の愛の中にとどまります。そしてその愛は、他の兄弟たちに、愛と善行をもって

分かち合うところに現れ出ます。 

 

「ここに注意し合おうではありませんか」とありますが、兄弟愛は、しっかりと考えていないと冷え

てしまうものです。終わりの時には愛が冷えるとイエス様が言われましたが、つまずきが多くなり、

人を信じられなくなり、愛が冷える機会がたくさん増えていきます。だから、注意して、互いに愛す

ることを促しあっていかなければいけないのです。そして、愛には必ず真実な行いが伴います。そ

こで外側の愛の行いとして「善行」があります。 

 

25 ある人々のように、いっしょに集まることをやめたりしないで、かえって励まし合い、かの日が近

づいているのを見て、ますますそうしようではありませんか。 

 

愛が冷えてしまうと、集まらなくなります。終わりの時には、自分を愛する者が出てくるとパウロ

がテモテへの第二の手紙の中で話しましたが、自分のことだけを考えて、信者たちと交わることを

少なくしていきます。しかし、「いっしょに集まることをやめたりしないで」と勧められています。 

 

その理由は、「励まし合う」ことができるからです。「励ます」というギリシヤ語は、パレクレカレオ

というもので、「助け主」パレクレトスの動詞形になっています。ともにいて、助けるということです。

私たちには、これが絶対に必要なのです。私は、君とともにいるよ、という励ましです。そして、な

んと言っても、キリストが聖霊にとってあなたとともにおられて、またあなたのうちに住んでおられ

る、という励ましが必要なのです。 

 

信者が集まると、御霊が働いてくださいます。そこで、それぞれのうちにおられるキリストが、そ

の交わりの中で分かち合われます。その人と仲良くなるより、むしろ、自分のうちにおられるキリス

トがますます身近な方として浮かび上がってきます。交わりを持ち、勧めあうことによって、初めて
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キリストを見上げることができるのです。 

 

「かの日が近づいているのを見て」とありますが、これは、キリストが教会のために戻ってきてく

ださることです。私たちが、この世において、励ましを受け、生きることができる、その支えの力は、

キリストがいま戻ってきてくださる、という期待からなのです。主にある交わりの中で、私たちは主

が今戸口におられることを思いながら、分かち合いをしたり、話をしてみてはいかがでしょうか？こ

れが初代クリスチャンの行なっていたことです。 

 

２Ａ 御子を踏みつける者 ２６－３１ 

 こうして、信仰と希望と愛によって生きることの勧めがありました。けれども、信仰によって神に近

づくことをせず、イエス・キリストに対する希望を捨てて、信者たちから離れていく人々は、どうなっ

てしまうのでしょうか？実際に、ユダヤ人信者の共同体の中では、信仰から離れる者が出てきまし

た。ユダヤ教の中に戻った者、キリストの告白をしなくなった者が出てきました。そこでヘブル書の

著者は、2 章 1‐4 節、3 章 7 節以降、6 章 4‐6 節において、このことを警告し、そして今、最後の

警告を行います。 

 

１Ｂ ことさらに犯す罪 ２６－２７ 

26 もし私たちが、真理の知識を受けて後、ことさらに罪を犯し続けるならば、罪のためのいけにえ

は、もはや残されていません。 

 

 「ことさらに罪を犯し続ける」とは、キリストの福音を捨てて、罪の中に生きることを意味します。キ

リストを信じながら、なおかつ過ちを犯してしまうことではありません。キリストに対する希望が揺ら

ぎ、今の世を愛して、他の信者や仲間から離れて、キリストを告白しなくても平気な者のことを指し

ています。 

 

 「罪のためのいけにえ」とありますが、動物のいけにえは、罪を取り除くことができず、唯一、罪を

取り除く、イエス・キリストのいけにえをないがしろにするのであれば、他にいけにえは残されてい

ない、ということです。 

 

27 ただ、さばきと、逆らう人たちを焼き尽くす激しい火とを、恐れながら待つよりほかはないのです。 

 

 これは、地獄での火であるし、また大患難の時に天から降ってくる火でもあります。神のさばきの

火です。 

 

２Ｂ 重い処罰 ２８－３１ 

28 だれでもモーセの律法を無視する者は、二、三の証人のことばに基づいて、あわれみを受ける

ことなく死刑に処せられます。 
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 二、三の証人のことばによって死刑に処せられるという律法は、申命記１７章６節に書かれてい

ます。これが一つの原則となり、イエスさまは、兄弟が罪を犯したら自分ひとりで彼を責めたあと、

ふたりか三人を連れて来なさいと命じておられます。 

 

29まして、神の御子を踏みつけ、自分を聖なるものとした契約の血を汚れたものとみなし、恵みの

御霊を侮る者は、どんなに重い処罰に値するか、考えてみなさい。 

 

ここで大事なことばは、「まして」という言葉です。旧約における、神のさばきが、憐れみもなく死

刑に処せられるのであるが、まして、神の新しい契約を侮る者は、なおさらのこと恐ろしいさばきに

服さなければいけない、ということです。これまで、「さらに」ということばで新しい契約の優位性を

話しましたが、神の裁きにおいても古い契約よりさらに厳しいのです。 

 

 多くの人は、神の厳しさについて大きな誤解をしています。それは、旧約の神の取り扱いは厳し

いが、新約は優しい、というものです。これは、聖書の表面的な読み方から出てきた印象であり、

真実はその反対です。私たちは、ヘブル書を学んできたことを思い出してください。旧約では、人

は神に近づくのに完全な者とされておらず、人はただ動物のいけにえをささげるだけで、心が神か

ら遠くから離れている、という状態に陥りました。そこで神は、これらの動物のいけにえではなく、

ご自分の御子に肉体を与えられて、御子のからだにおいて罪を処罰してくださったのです。もうこ

れ以上すぐれた解決法がないほどの、永遠の、究極の、最終的な解決を与えられました。 

 

したがって、もうこれ以上、セカンド・チャンスはないのです。この機会を自ら拒むのであれば、

それは永遠の滅び、永遠の地獄の火を選ぶことに他なりません。旧約において、石で投げつけら

れて死ぬことも恐ろしいことですが、死後の世界において永遠に滅びることは、なおさらのこと恐ろ

しいことです。 

 

「神の御子を踏み付け」というのは、イエス・キリストがどのような方であるかを聞き、知っていな

がら、なおかつ拒むことを意味します。「契約の血を汚れたものとみなし」とは、自分をきよめるた

めのキリストの血潮を他の動物の血と変わりないものとみなすことです。そして、「恵みの御霊を

侮る者」とは、キリストにある神の恵みを、「なんか安っぽい救いだな」などと言って、侮ることでしょ

う。御霊によって私たちは、自分たちが決して受けるに値しない神の祝福を受けることができてい

ます。けれども、それは、人間が自らの行ないによって決して永遠のいのちを得ることができない

ことを、神が知っておられ、歴史によってもイスラエルの民をとおして検証済みだったからです。そ

の上での神の恵みであり、これはキリストのいのちという、とてつもない代価が伴っています。この

救いの恵みさえも受け取らないことを意味します。 

 

30 私たちは、「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする。」、また、「主がその民をさば

かれる。」と言われる方を知っています。 
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私たちが信じている神は、報復の神です。神は正義の神であり、悪を行なう者を罰しないままで

置かれることは決してありません。そして悪を罰するだけではなく、その悪に応じて苦しみを与える

報復を与える方なのです。 

 

31生ける神の手の中に陥ることは恐ろしいことです。 

 

神は生きておられます。したがって、その怒りも本物です。黙示録において、キリストの血を拒

む者たち、福音を拒む者たちへの神の怒りが書かれています。「そのような者は、神の怒りの杯に

混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使いたちと小羊との前で、火と

硫黄とで苦しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、永遠にまでも立ち上る。（黙示 14:10‐11）」 

 

３Ａ 苦しみ ３２－３９ 

 ですから、信仰を捨てて、キリストを否むことが、いかに大きな代償を伴うかについて知らなけれ

ばいけません。そして次に、励ましを始めます。今受けている迫害や苦しみによって彼らは落胆し、

それで背教の誘惑を受けていました。そこで、将来約束されている天からの報いを語ります。 

 

１Ｂ 初めのころ ３２－３４ 

32 あなたがたは、光に照らされて後、苦難に会いながら激しい戦いに耐えた初めのころを、思い

起こしなさい。 

 

「初めのころを思い起こしなさい」と言っているのですから、今は、苦難の中でそれほど熱心に

戦っていないことを意味します。彼らは、初めのころ、イエス・キリストへの信仰を告白する中で、

激しい迫害にあいました。そうしているうちに、周りの人々に受け入れられようとするために、ユダ

ヤ教の中で溶け込もうとする動きが全体に広がりました。はっきりとキリストを捨てて、ユダヤ教に

戻った人たちもいれば、キリストへの信仰を捨ててはいないものの、迫害や苦しみを耐えることに

疲れて、また人々への恐れから、信仰をはっきりと表に出さないようになったり、妥協してしまって

いる人々もいました。そこで、ヘブル書の著者は、初めのころを思い出すように、奮起させている

のです。「光に照らされて後」とありますが、福音の真理についての光が彼らに照らされて、全き信

仰と、確かなる希望を抱き、兄弟たちを熱く愛していていました。そして迫害を耐え忍んでいたので

す。 

 

33人々の目の前で、そしりと苦しみとを受けた者もあれば、このようなめにあった人々の仲間にな

った者もありました。 

 

人々の目の前でそしりを受けることは、とても辛いことです。けれども、彼らは、初めは耐え忍ん

でいました。さらに大事なことは、そしりを受けている人々と、真理のためにともに立つことも、大き

な犠牲がともなうということです。苦しみを受けている人を同情することは簡単にできますが、その
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人とともに、真理のゆえに立ち上がることは大きな勇気をともないます。立ち上がらなければ、受

けなくてもよい損や危害をまぬかれることができます。 

 

34 あなたがたは、捕えられている人々を思いやり、また、もっとすぐれた、いつまでも残る財産を

持っていることを知っていたので、自分の財産が奪われても、喜んで忍びました。 

 

 迫害を受けるときに、財産が奪われることがあります。けれども、彼らは、「いつまでも残る財産」

すなわち、天における報いを信じていたので、財産が奪われても耐え忍びました。 

 

２Ｂ 信仰による忍耐 ３５－３９ 

35 ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはなりません。それは大きな報いをもたらすものな

のです。 

 

大事なのは、「初めのころの確信」です。私たちはヘブル書において、これが信仰の戦いにおい

て、死守すべきものであることを学びました。「もし最初の確信を終わりまでしっかり保ちさえすれ

ば、私たちは、キリストにあずかる者となるのです。（3:14）」この確信は、無防備でいたり、受動的

であったりすると、沖に流されていくボートのように、押し流されてしまいます。この確信を抱いてい

ることは単純なのですが、このことだけが私たちが天からの報いを受ける手段となります。 

 

36あなたがたが神のみこころを行なって、約束のものを手に入れるために必要なのは忍耐です。 

 

忍耐が必要です。かつてのアブラハムのように、約束を信仰をもって見つめつづけていく忍耐で

す。この信仰の忍耐について、私たちはヘブル書 11章で詳しく学びます。 

 

37「もうしばらくすれば、来るべき方が来られる。おそくなることはない。38 わたしの義人は信仰に

よって生きる。もし、恐れ退くなら、わたしのこころは彼を喜ばない。」 

 

有名なハバクク書からの引用です。ローマ人への手紙１章では、「義人は信仰によって生きる」

でも引用されている箇所です。ここで注意していただきたいのは、「もうしばらくすれば、来るべき

方が来られる。」という再臨への期待です。私たちが天から報いを受けるのは、主が戻って来られ

るときです。天に引き上げられ、キリストのさばきの御座にて、冠を受けて、それで報いを受けます。 

 

39私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。 

 

ここに、神に近づくことについての結論が書かれています。私たちには二つの選択があります。

それは、神が備えてくださった、恵みと憐れみを、信じて神のみもとに行くことです。そして、みこと

に行くだけではなく、神がキリストにおいて与えておられることを信じることによって、いのちを保っ
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ていることです。もう一つの選択は、恐れ退くことです。私たちに欠けているのは、罪を犯さないよ

うにすることができないことではなく、豊かに恵みとあわれみを施すことができる神を信じて、良心

をきよめていただき、悔い改めて大胆に神に近づかないことなのです。愛してやまない神を恐れる

こと、このことほど愚かなことはありません。信じていのちを保つ者になりましょう。 

 

そして次回は、ヘブル書１１章は、信じて命を保ち、報いを受けた信仰の先輩たちの記録を読ん

でいきます。しばしば信仰についてここの偉大な信仰者の話が語られるのですが、11 章は１章か

ら 10 章までがあって、初めて成り立ちます。すなわち、神がキリストにあって立ててくださった、新

しい契約を知っているから信じることが意味なします。次回は信仰とは何かについて学びます。 


